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目 的　 温 熱 生 理 学 の 視 点 か ら 暑 熟 環 境 に お け る 快 適 な 衣 生 活 を め ざ し て 、 エ ジ プ ト 民 族 服 着

用 時 の 衣 服 内 気 候 な ら び に 体 温 調 節 反 応 に つ い て 、 我 々 の 夏 服 着 用 時 の そ れ と 比 較 検 討 し,  *

服 ・ 人 体･ 環 境 系 に お け る 熱 の 流 れ の メ カ ニ ズ ム を 究 明 し た 。

方 法　 ５ 人 の 女 子 学 生 （21 － 22才 ） に つ い て 、 人 工 気 候 室(  Ta3  3°C、r    h  5D％ ）内 で 陽 光 ラ

ン プ を 背 面 か ら 照 射 し て 、 エ ジ プ ト 民 族 服 着 用 時 とＴ シ ャ ツ ・ ラ ン ニ ン グ パ ン ツ 着 用 時( 共 に

綿 １ 00%   ） に つ い て 実 験 を 行 っ た 。 安 静30 分 、 運 動（ 踏 台 昇 降)    5  分, 回 復 期20 分 、 運 動 ５ 分

回 復 期30 分 に お け る 、 直 腸 温.    7 ケ 所 皮 膚 温. 衣 服 内 温 湿 度（ 胸 部･ 背 部)  .  衣 服 表 面mm  (

背 部)  、 局 所 発 汗 速 度 、 体 重 減 少 量 、 衣 服 重 量 変 化 を 測 定 し た 。

結 果　 踏 台 昇 降 運ill中 の 胸 部 皮 膚 温. 衣 服 内 温 湿 度 の 低 下 が エ ジ プ ト 民 族 服 着 用 時 の 方 が Ｔ

シ ャ ツ 着 用 時 よ り も 大 きく 、 第 一 回 目 運 動 開 始 時 直 前 か ら 実 験 終 了 ま で のEO 分 間 の 体 内 貯 熟 量

は 民 族 服 着 用 時 に は8.29 ±4.  08k    c   a   1  ／h、T シ ャ ツ 着 用 時 に は,    14.    22±2.  95 k   c   a   1  ／hと

エ ジ プ ト 民 族 服 着 用 時 に 少 な い 傾 向 が 認 ら れ た（ ０.01 ＜ Ｐ ＜ ０. ０ ２ ） 。

エ ジ プ ト 民 族 服 は 大 き な ゆ と り と 胸 部 に あ る ス リ ッ ト に よ っ て 運 動 時 に 換 気 を 促 進 し. 熱 方

散 を 促 進 さ せ る 一 方. 被 覆 面 積 を 多 く し て 放 射 熟 の 流 入 を 少 な く す る こ と で 、 貯 熱 量 増 加 を 防

い で い る 。 さ ら に 同 じ 型 の エ ジ プ ト 廉 に つ い て 、 シ ル ク と シ ル ク ラ イ ク ポ リ エ ス テ ル の 素 材 の

違 い に つ い て 実 験 を 行 い 、 シ ル ク 着 用 時 で は 歩 行 運 動 中 の 背 部 衣 服 内 湿 度 が 低 い 傾 向 が 認 ら れ

た 。
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目 的　 衣 服 素 材 、 衣 服 型. 衣 服 構 成 の 三 要 素 は 温 度 中 性 域 に 比 べ 、 高 温 環 境 下 に お い て 、

人 体 に 大 き な 影 響 を 与 え る こ と が 知 ら れ て い る 。 今 回 、 我 々 は 、 三 要 素 の う ち の 衣 服 素 材 に

着 目 し 、 そ の 性 能 の 違 い が 体 温 調 節 反 応 、 衣 服 気 候 に 与 え る 影 響 を 観 察 する た め に 、 着 用 実

験 を 計 画 し た 。

方 法　 実 験 用 衣 服 とし て ウ ー ル と ポ リ エ ス テ ル（ 以 下W  、E と 略 す ） の 、 二 種 の 半 袖 ワ ン

ピ ース を 同 サ イ ズ で 製 作 し た 。 布 の 色 、 触 感 、 厚 さ 等. で き る だ け 同 様 の も の を 用 意 し た 。

被 験 者 は 成 人 女 子 ６ 名 で あ り 、 実 験 室 の 環 境 条 件 は34-C  ,    63％R  H  , 不 感 気 流 で あ る 。 被 験

者 は 実 験 室 に 入 室 後, ブ ラ ジ ャ ー 、 シ3     ― ツ の 上 に 直 接. ワ ン ピ ー ス を 着 用し て セ ン サ ー 等

を 装 備 し た 。 そ し て45 分 間 の 椅 座 安 静 後.    10分 間 の エ ル ゴ メ ー タ に よ る 運 動（32W  ）を 行 い

再 び45 分 間 椅 座 安 静 し て 実 験 を 終 了 し た 。 実 験 中 、 全 身 七 個 所 の 皮 膚 温 、 直 腸 温 、 胸 部 衣 服

内 ・ 衣 服 表 面 温 度 を １ 分 毎 に 、 胸 部 衣 服 内 湿 度 、 体 重 減 少 量 、 左 前 腕 の 発 汗 速 度 を 連 続 的 に

記 録 し た 。 ま た 、 実 験 前 後 の 体 重 も 測 定 し た 。

結 果　 主 な 結 果 は 次 の 通 り で あ る 。1  ) 直 腸 組 は 全 般 的 に Ｅ の 方 が 高 い 。2    ) 発 汗 速 度 、

Sweat　expulsion は 、 安 静 時 に お い て,    E の 方 が 高 い 。3    ） 体 重 減 少 量 は 回 復 期 に お い て 、

Ｗ の 方 が 高 い 。4    ) 胸 部 皮 膚 温･  衣 服 内 温 度 に つ い て は Ｗ も Ｅ も ほ ぽ 同 じ 値 で あ る が 、 胸 部

衣 服 表 面 温 度 は Ｗ の 方 が 高 い 。 こ の こ と は 、 人 体 か ら 環 境 へ のD  ry　heat　loss は,     E の 方

が 多 い こ と を 示 唆 し て い る 。5    ) 貯 熟 量 は Ｅ の 方 が 多 い.


